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長崎大学における研究紀要の
電子出版

～附属図書館による電子ｼﾞｬｰﾅﾙ化の支援～

長崎大学附属図書館

平林 昇

長崎大学の研究紀要

1. 発行状況
• 現行24ﾀｲﾄﾙ /  年1～4回 /  200～1,200部

2. 発行経費 ※18/24ﾀｲﾄﾙ
• 部局： 25～450万円 全学：約1,300万円
• 内訳：冊子の作成＋関係機関への配布

3. 電子化の状況
• 冊子体のみ：著作権処理がﾈｯｸか？ … 8
• 電子版あり：一部 by NII / JST / 図書館 …16
• 電子版のみ： 『工学部研究報告』 2005～ … 1
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電子出版の利点： コストの削減

1. 工学部の場合：約150万円⇒ 10万円
2. 発行経費の削減

• 冊子体をなくすことにより実現

• 冊子：組版＋印刷＋製本⇒組版のみ

• 配布：封筒代など＋郵送料 （＋人手）⇒不要

3. 管理経費の発生
• 初期設定：初年次のｾｯﾄｱｯﾌﾟ

• 保守経費： ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ，ｼｽﾃﾑ保守，消耗品

• ｻｰﾊﾞ経費：図書館ｻｰﾊﾞの導入及び更新
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電子出版の利点：可視性の向上

1. ｲﾝﾀｰﾈｯﾄでの無料公開
• 紀要論文の認知及び入手の機会が増大

• 新たな読者：学生，民間研究者，一般市民

2. 説明責任の履行
• 国立大学法人の教育研究活動＝公的資金

• 研究成果の無料公開：英米では議会で勧告

3. 学術機関ﾘﾎﾟｼﾞﾄﾘ
• 知的生産物の収集・保存・公開用電子書庫

• ﾒﾀﾃﾞｰﾀ（検索のための二次情報）の交換

電子出版までの道のり

1. 合意の形成： 電子ｼﾞｬｰﾅﾙ化，冊子体の続否
2. 著作権の処理： 許諾内容の確定，規程の改正
3. 電子版の設計： ﾄｯﾌﾟﾍﾟｰｼﾞ，画面構成，

ﾍﾟｰｼﾞﾚｲｱｳﾄ，原稿ﾌｫｰﾏｯﾄ etc.
4. 原稿募集： ﾌｫｰﾏｯﾄ指定
5. 書誌ﾃﾞｰﾀ： 検索用ﾃﾞｰﾀ（ﾒﾀﾃﾞｰﾀ）の作成
6. 組版作成： 自前 or 外注，縦書きの有無
7. ﾃﾞｰﾀ登録： PDF化，CD-R作成，ｻｰﾊﾞに搭載，

e-mailによる発行及び目次の報知



6

http://www.lb.nagasaki-u.ac.jp/kiyo/publishing.htmlhttp://www.lb.nagasaki-u.ac.jp/kiyo/publishing.html


